ヨナ書入
気が進まない預言者と神の絶え間ない憐れみ
ヨナ書は、他の預言書とは異なっています。イザヤ書やエレミヤ書のように、長い説教や託宣の集成を含む書物とは異なり、ヨナ書は主として物語です。それは預言者のメッセージだけでなく、預言者自身の物語を語っています。
一見すると、ヨナ書は単純な物語に見えます。預言者が神から逃げ、大きな魚に飲み込まれ、悔い改めて、自分の使命を果たすというものです。しかし、このよく知られた物語の奥には、神のご性質についての深遠な神学的メッセージが隠されています。
ヨナ書は、自然と諸国民に対する神の権威だけでなく、敵と見なされる者たちにさえ向けられる神の憐れみも明らかにしています。この書は、従順、偏見、そして神の憐れみの広さに関して、自分自身の心を吟味するよう読者に問いかけます。
歴史的背景
ヨナはヤロブアム2世の治世中に奉仕しており（列王記第二 14:25）、彼を紀元前8世紀の人物と位置づけることができます。これはイスラエルにとって政治的には強力な時代でしたが、霊的には衰退していた時代でもありました。
首都をニネベに置くアッシリア帝国は、勢力を増していた。残虐さと冷酷さで知られていたアッシリアは、最終的に紀元前722年にイスラエルを征服することになる。
ヨナにニネベへ行けという神の命令は衝撃的でした：
· ニネベは異教の都市でした
· それは将来イスラエルの敵となる都市でした
· その民は暴力と偶像礼拝で知られていました
ヨナのためらいは、恐れだけに根ざしていたのではなく、そのような民に対する神の憐れみへの抵抗に根ざしていました。
ヨナ書の独特な特徴
ヨナ書は、預言者の預言のメッセージではなく、預言者自身の葛藤を中心に据えている唯一の預言書です。
ヨナが何を言っているかに焦点を当てるのではなく、この書は次の点を強調しています：
· ヨナがすること
· ヨナが感じること
· ヨナが神にどう応答するか
この書は解決で終わるのではなく、問いかけで終わり、読者に神の憐れみに対する自分自身の応答を考えさせます。
この書の年代順
1. ヨナの召命と逃亡（第1章）
· 神はヨナにニネベへ行くよう命じる
· ヨナはタルシシュへ向かって逃げる
· 嵐が起こり、ヨナは海に投げ込まれる
· 大きな魚がヨナを飲み込む
2. ヨナの祈りと救出（第2章）
· ヨナは魚の中から祈る
· 神の救いを認める
· 魚は彼を乾いた陸地に吐き出す
3. ヨナの説教とニネベの悔い改め（第3章）
· ヨナは神の命令に従う
· ニネベは悔い改める――王から一般の人々に至るまで
· 神は滅びをもたらすことを思い直される
4. ヨナの怒りと神の教訓（第4章）
· ヨナは神の憐れみに怒る
· 神は植物、虫、風を通してヨナに教える
· この書は、憐れみについての神の問いかけで終わる
主要なテーマ
1. 神の主権
神は嵐、海、魚、植物、そして諸国民を支配しておられます。何一つ、神の権威の外にあるものはありません。
2. 神の憐れみ
神はイスラエルだけでなく、異邦人にも、さらには彼らの敵にさえも、憐れみをお示しになります。
3. 人の心の葛藤
ヨナは、神を知っているものの、自分の心を神の御心に合わせることに苦闘する信者を表しています。
4. 悔い改めと恵み
ニネベの人々は神の警告に速やかに応答し、悔い改めの力と、神が赦す用意をしておられることを浮き彫りにしています。
なぜこれが重要なのか
ヨナは、私たちが向き合いたくない真実を突きつけます。時に、神の憐れみは私たちが望む境界を越えて及ぶのです。
神の恵みが私たちに益をもたらすとき、それを喜ぶのは容易です。しかし、私たちが嫌っていたり、恐れていたり、反対していたりする人々にそれが与えられるときには、はるかに難しくなります。
ヨナ書は、神の憐れみが国籍や歴史、人間の偏見によって制限されないことを教えています。従順は単に外面的なものではなく、心を含むものでなければなりません。神は裁きよりも悔い改めを望んでおられます。
この書は最終的に問いかけます：私たちは神の心を共有しているのか、それともそれに抵抗しているのか。
